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ｍＲＮＡワクチンの作用機序

mRNAは、人体や環境中のRNA分解酵素で簡単に破壊されるため、構造の改変・最適化をしたのち、分解を防ぐために脂質ナノ粒子（lipid
nanoparticle, LNP）で包んでカプセル化しています。また、このLNPによって、人の細胞内にmRNAが取り込まれやすくなります。mRNAワクチ
ンは筋肉内注射で投与されますが、筋肉細胞や樹状細胞という免疫担当細胞の中でmRNAを鋳型としてタンパク質が作られ、生成されたタンパク
質の一部がリンパ球に提示され、免疫応答が起こります。また、mRNA自体やLNPの脂質がアジュバントとして自然免疫を刺激する働きもあり、
免疫誘導を促進します。
ファイザーとモデルナのmRNAワクチンはいずれもスパイクタンパク質の遺伝子全体を用いており、筋肉細胞や抗原提示細胞でスパイクタンパ

ク質が生成され、生体内にスパイクタンパク質に対する特異抗体が誘導されます。新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）がヒトの細胞内に侵入す
るためにはヒト細胞上のアンギオテンシン変換酵素2（ACE2）と結合することが必要ですが、ワクチンによって誘導されたスパイクタンパク質に
対する特異的中和抗体は、SARS-CoV-2の細胞内侵入を阻止すると考えられます。また、抗体による液性免疫だけでなく、感染細胞を破壊する細
胞障害性Tリンパ球などによる細胞性免疫も誘導されます。mRNAワクチンの臨床試験はすでにHIV感染症や各種のがんワクチンなどでも行われて
きましたが、ヒトに実用化されたのは今回が初めてです。

COVID-19 ワクチンに関する提言（第4版） 日本感染症学会より引用

ワクチンアジュバント

ワクチンの免疫原性を高める目的で抗原とともに投与される
物質または因子の総称．ワクチンによる獲得免疫の活性化に
は，抗原の曝露のみでは不十分であり，局所におけるサイト
カインバランスの調整や抗原提示細胞を成熟化する自然免疫
が同時に活性化されることが重要であると考えられている．
アジュバントは，抗原の免疫系への送達機能や自然免疫応答
を活性化する機能を有し，ワクチンとともに投与することで
獲得免疫応答を活性化する．抗原の送達機能を持つアジュバ
ントには，アルミニウム塩，水−油系エマルジョン，リポ
ソームなどがある．また，微生物の構成成分に由来する物質
は自然免疫を誘導することがよく知られており，アジュバン
トとして開発応用されている．

日本薬学会 薬学用語解説より引用ファイザーＨＰより引用



SARS-Cov-2の変異

・主にウィルス感染には、ウィルス表面に存在するスパイクたん
ぱく質が関与している
・そのスパイクたんぱく質のアミノ酸配列に変異が存在すること
で免疫回避が行われる
・これまでに、α株、δ株と変異株が現れるたびに感染の波が発
生した
・現在は、オミクロン株が主流となり、第7波が発生している

・中でもオミクロン株は、他の変異株に比べ変異部分が非常に多
く、免疫回避する可能性が非常に高くなっている
・現在、オミクロン株の中でもBA.2、BA.4やBA.5といった系統が
主流となっている
・BA.2系統の中にはBA.2.75（ケンタウロス）と呼ばれる亜系統が
あり、BA.5の1.14倍の感染性があるといわれ、今後注意すべき変
異株となっている
・「E484K」とはスパイクたんぱく質の
484番目のアミノ酸がグルタミン酸
（略号E）からリシン（略号K）に置換

日経サイエンス2022年2月号掲載より引用

第92回新型コロナウィルス感染症対策アドバイザリーボードより

α株

δ株

オミクロン株



既存製剤とオミクロン株対応製剤の違い

• モデルナのオミクロン株対応ワクチンは、起源株25μgとオミクロン株25μgを合わせて
50μgにしたものであり合計の投与量は従来ワクチンの追加免疫の用量と同量である（接
種量は0.5mＬであり初回免疫と同量）。ファイザーのオミクロン株対応ワクチンは、起
源株15μgとオミクロン株15μgを合わせて30μgにしたものであり従来ワクチンの接種
量と同量

• ファイザーのオミクロン株対応ワクチン（起源株15μg/BA.1株15μg）は、従来のｍ
RNAワクチン（起源株30μg）と比較してBA.1に対する中和抗体が1.56倍産生された

• モデルナのオミクロン株対応ワクチン（起源株25μg/BA.1株25μg）を4回目のブース
ターとして接種した場合、従来のｍRNAワクチン（起源株50μg）と比較してBA.1に対
する中和抗体が1.75倍産生された

• 副反応に関しては、従来のｍRNAワクチンと大きな差はない

• 従来のｍRNAワクチンと投与量、調整方法、保管管理に違いがあるため注意が必要





成分量比較

ファイザー モデルナ ノババックス

コミナティ筋注
（起源株）

コミナティRTU筋注
（起源株/BA.1株）

5~11歳用コミナティ筋注
（起源株）

スパイクバックス筋注
（起源株）

スパイクバックス筋注
（起源株/BA.1株）

ヌバキソビット筋注
（起源株）

有効成分 トジナメラン
トジナメラン/

リルトジナメラン
トジナメラン エラソメラン

エラソメラン/
イムエラソメラン

SARS-CoV-2-rS

1回分の成分量 30㎍ 15㎍/15㎍ 10㎍
初回免疫：100㎍
追加免疫：50㎍

25㎍/25㎍ 5㎍

1回分の接種量 0.3mL 0.3mL 0.2mL
初回免疫：0.5mL
追加免疫：0.25mL

0.5mL 0.5mL

生理食塩水混注量 1.8mL 必要なし 1.3mL 必要なし 必要なし 必要なし

1V当たりの接種回数 6回分 6回分 10回分
初回免疫：10回分
追加免疫：15回分

（20回分）
5回分 10回分

製剤名

各相違点



オミクロン株対応型新型コロナワクチンの接種対象者

• 初回免疫（1回目・2回目）終了された12歳以上の全ての方

• 初回免疫（1回目・2回目）、3回目追加免疫、4回目追加免疫を
終了されて5か月以上経過された方

• ファイザー社製は12歳以上の方

• モデルナ社製は18歳以上の方

• 現在のところ、オミクロン株対応新型コロナワクチンの接種可
能回数は1人1回まで

※現在、追加免疫は5か月後と規定されていますが、短縮される
可能性あり（ノババックスは6か月）





1V：
5mL

1V：
2.5mL



5回分まで、それ以上は取らない

20回分まで、それ以上取らない



ヌバキソビット筋注（ノババックス：起源株）の詳細

外観

キャップの色：ピンク色

効能効果 SARS-CoV-2 による感染症の予防

用量・用法 初回免疫：1 回0.5mL を2 回、通常、3 週間の間隔をおいて、筋肉内に接種する。
追加免疫：1 回0.5mL を筋肉内に接種する。（1V 10回分）

対象年齢 初回免疫：本剤の接種は12歳以上の者に行う。
追加免疫：本剤の接種は18歳以上の者に行う。

接種間隔 初回免疫：1回目の接種から3週間を超えた場合には、できる限り速やかに2回目の接種を実施すること。
追加免疫：通常、本剤2回目の接種から少なくとも6ヵ月経過した後に3回目の接種を行うことができる。

保存方法 凍結を避けて2～8℃で保存。（開封前、有効期間9か月）
（穿刺前後にかかわらず）室温に戻したものは、遮光して2～25℃で保存し、6時間以上経過したもの
は廃棄すること。
一度、室温に戻したものは再冷蔵不可。

交互接種 1回目、2回目の交互接種に関しては他のワクチンと同様、27日間間隔をあけて接種可能。
1回目、2回目が他社製品である場合、3回目の接種は可能。

室温に戻る時間 特に規定なし（メーカー回答）



新型コロナワクチンの対象年齢、接種回数及び接種間隔

現在のところ、オミクロ
ン株対応新型コロナワクチ
ンの接種は、1人1回のみ
となっています。

したがって、初回免疫終
了された方は、3回目の追
加免疫のみ、3回目の追加
免疫終了された方は、4回
目の追加免疫のみ、4回目
の追加免疫終了された方は、
5回目の追加免疫のみオミ
クロン株対応型新型コロナ
ワクチンの接種が可能とな
ります。

※現在、追加免疫は5か月
後と規定されていますが、
短縮される可能性あり
（ノババックスは6か月）

年齢 ワクチン種 1回目 2回目 3回目 4回目 5回目 投与間隔

6か月～4歳 乳幼児用ファイザー（承認申請中） ● ● ● ✕ ✕
初回免疫：未定

追加免疫：未定

5~11歳 5～11歳用ファイザー ● ● ● ✕ ✕
初回免疫：3週間間隔

追加免疫：5か月後

ファイザー ● ● ●
初回免疫：3週間間隔

追加免疫：5か月後

ファイザー

（オミクロンBA.1対応型）
✕ ✕ ● ● ● 追加免疫：5か月後

モデルナ ● ● ✕ ✕ ✕ 初回免疫：4週間間隔

モデルナ

（オミクロンBA.1対応型）
✕ ✕ ✕ ✕ ✕ ―

ノババックス ● ● ✕ ✕ ✕ 初回免疫：3週間間隔

ファイザー ● ● ● ●
初回免疫：3週間間隔

追加免疫：5か月後

ファイザー

（オミクロンBA.1対応型）
✕ ✕ ● ● ● 追加免疫：5か月後

モデルナ ● ● ● ●
初回免疫：4週間間隔

追加免疫：5か月後

モデルナ

（オミクロンBA.1対応型）
✕ ✕ ● ● ● 追加免疫：5か月後

ノババックス ● ● ● ✕ ✕
初回免疫：3週間間隔

追加免疫：6か月後

12～17歳

18歳～



コミナティRTU筋注 調製法①



コミナティRTU筋注 調製法②



コミナティRTU筋注 調製法③

生理食塩水の混注
は必要ありません



コミナティRTU筋注 調製法④



コミナティRTU筋注 調製法⑤

※2~8℃冷蔵庫から室温へワクチンを移動させたら、30分は室温に戻るまで調製しないでください
















































